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正月に神社や商店でよく見る門松。門松の歴史は古く、

平安時代から門に松を飾る小松取りと呼ばれる文化があ

り、これが門松の別名の松飾りと呼ばれるようになりま

した。現在の門松の形になったのは室町時代と言われ、竹

を斜めに切って飾り始めたのは江戸時代頃と言われてい

ます。 

門松は元来、正月に歳神様を家に迎え入れるための目

印として門に飾られました。 

：門松の斜めの切り口をソギと言い、このソギを入れたのは徳川

家康と言われています。武田信玄に三方ヶ原の戦いに敗れ、「次は武田

（竹）を切る」と験を担いだという説があります。 
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京都（上京）   大阪（梅田） 

  

大阪（園芸高校） 大阪（園芸高校）  
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東京（銀座） 東京（目黒） 

 

 東京旧岩崎邸の門松とわら袴 
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香川（高松） 岐阜（下呂） 山梨（甲府） 

   

静岡（浜松） 愛媛（松山） 石川（金沢） 
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門松にはマツを採る時期、飾り付ける時期が決まって

います。１２月１３日またはそれ以降にマツを採り、山か

ら歳神様を迎える「松迎え」を行います。 

門松の設置は２３日以降なら特に決まりはありません

が、２９日は「二重苦」とも呼べるため縁起が悪く、３１

日は一夜飾りとなり神様をおろそかにしてしまうため門

松の設置には避けられます。 
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門松には迎え飾りと出飾りの２つの飾り方がありま

す。年神様を迎える迎え飾りと門出を祝う出飾りです。 

出飾りは、中くらいの竹が右側に

来ているものを言い、自立してほ

しい子どもがいる家や病気が治

り退院できるように、門出を祝う

として病院に多く飾られました。 

迎え飾りは、中くらいの竹が左側

に来ているものを言います。年神

様を迎え入れ商売繁盛や福をも

たらすようにと願いをこめ百貨

店や商店に飾られます。 
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門松には寸胴とソギの２種類があります。ソギの門松

の誕生には諸説ありますが、戦国時代～江戸時代頃に登

場したとされています。それ以前の門松は寸胴が主流で

した。寸胴だからと言って手抜きというわけではありま

せん。 
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ソギにも東西があり、関西風門松ではノコギリで竹を

斜めに切ります。関東風では竹銑（たけせん）と呼ばれる

工具を用いて、竹の皮を削ぎ斜めの切り口に仕上げます。 
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竹

松

南天

竹袴

葉牡丹

荒縄

【袴について】門松の袴には竹袴以外にもコモ巻、杉皮

まき等があります 
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門松の主役となる松は厳しい環境で

も青々としていることから不老長寿

の象徴や、祀るから転じてマツは神の

宿る木と考えられてきました。 

春先に香り高い気品ある花を咲かせ

ることから用いられました。文人の

理想を表現した中国の絵でも多く描

かれたため縁起が良いとされます。 

竹は４月の中旬から初夏にかけてタ

ケノコが出て、４か月ほどで２０～

２５m に成長することから生命力の

象徴や、子宝に恵まれ繁栄するとさ

れてきました。 
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南天の読みが「難を転じる、難を転

じ福をなす」となることから頻繁に

用いられている。 

 

冬に美しい花を咲かせる寒牡丹はと

ても希少で高価なためその替わりと

して安価なハボタンが用いられた。 

 

クロガネモチ「苦労が無え」「金持ち」

と読むことができ、縁起が良いとされ

る。 

他の樹木よりも長生きで樹齢 1000 年

を超すものもある。ご神木としてもな

じみ深く長寿の象徴でもある。 

 


